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΅
ｏ
「
あ
¨

〓

Ｓ

Ｅ

，
０
１

撥
墨

０
■

コ̈
３

●
●
日
ァ

‘
Ｆ
ヽ

●̈
Ｏ
Ｅ
●
ｓ

，
コ
あ

●
●

，

′０
「
８
Ｎ
〓
２
●
“

ヽ
一
」
●
ヽ
メ
●
´
ｏ
〓
ぅ
¨
●
８

〓
■
一
２
●
Ｅ
Ｏ
●
０
三
●
¨

■
Ｅ
一
■
“
一
■

●
Ｚ

●
３
２

一５

●̈
孝
、
‥̈
＆

●
●́

，

６
●
頌
〓
２
に
“

，
日
●
壺
‘

”
Ｅ
〓
´

ｐ́
ｔ
ヽ
理
●
ｏ
Ｅ
●
０
こ
ヨ

０
６

■̈
て
３
●
コ
●
●

ｏ
ゝ
鷺
ら
●
」
Ｏ
ｏ

，
■
文
宇
９
ｏ
●
０
●
０
●
■
●
●
メ
ｏ
あ

`
焉弓

＾ヽ

）
ｆ

ｔ̈

含

き

と

一■
，

ま
）０
ヨ
ン

！
，

ド
ヽ
１
●
ｐ
ｅ
●
ｏ
三
●
０
■
凛
コ
埓
“
”

，
，
０
日
５̈

，
）́
●
Ｚ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

Ｉ

ヨ

洲

到

馴

醐

引

嘲

封

引

副

ｅ
，

ヽ
コ̈
コ

ｏ
Ｅ
〓
０
３
罵
●ε

，
θ
Ｆ
゛
ゼ
０
口
一●
ヽ
一」
ｏ

，
，
∽

“
ε
ヨ
Ｏ
Ｅ
一０
〓
夕
●
●

●
。
３
“

，
０
‘
ョ
ｏ
●
「̈
て
ｏ̈
●
コ
０●
９
●
亀

「
■
●
哭̈

一̈、
ｏ
ｚ

一〓

Ｃ

●

〓
鋼
ｐ
ｌ
“
ｂ
Ｏ
・
８
７

０
Ｅ

●̈
〓
Ｖ

●
●
Ｓ
Ｏ
●
６
一，

ぇ
て

。
一●
メ
ニ
ｔ
■
■
一ｔ
】
●́
●
Ь
。
●
Ｅ
●
´
Ｏ
Ｅ

６̈
ビ
ｏ
´
●
●
コ
●

●
Ｅ

ラ

０
〓
〓
ゆ
亡
０

，
２
一
ｏ
〓
●

０
６

■̈

し̈
ヽ
日
ｏ
●

２
ｉ
「
う
ｏ
■

９
ｏ
つ
マ

０
こ
ｄ
ち

●
ｏ
ヽ
ヽ
Ｓ
ヽ
●
●
一
●
∽

言芝

０
い
Ｌ
Ｎ
Ｏ
一
∞
ヽ
Ｎ
Ｏ
い
一
０
一

こ
い
一
ヽ
い
０
ヽ
一
¨

，

Ｓ
■
３
２
●
』

Os

で
Σ
】卜

ビ̈
Ｖ
あ

て
」
∽
０
い
“
Ｐ
´
●
口
Ｚ
あ

ｚ
く
０
く
●
●
卜
“
つ
↑

Ｏ
穴
】

】く
】“
日
い
て
日

国
Ｚ
い
こ

く

く
，

ｏ
く
Σ
】
Ｏ
』
Ｚ
】

一
●
〓
ョ

僣
一ョ
「
■
●
ｇ
Ｌ
Ｏ
Ｚ

●
■
一コ

■
０

９
ｏ
こ
ｏ
●
■

，
瑠
口
う
ｏ
いｏ
Ｅ
●
●
い０
一̈
＞
）

●
ン
２
¨
】
Ｚ
つ
【
Ｐ
』

そ
】
∽
く
い
て

，
】Ｚ
】∽
４
て
Ｚ
』
』
ョ
●
日

〓
ヨ
炒
３

曖̈
０

●

¨
一
０
」゙

●
０
つ
“
●

ョ

ヽ

●̈
一

メ
ー

〓
ヨ
”
■
〓̈

．ビ
３

，
ｔ
ｔ
●
ヽ
．〓
〓

ヽ
ご
¨
●
“

，
■
ヨ
〓
場
●
２
）■
一
ま
】
ご
マ
Ｅ
一冨
■

，
■
ゴ
＾
〓
ヨ
“
「
「
＞

ヽ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

一
一



３
９
■
２
一
Ｓ
０
９
０
■
一
●
●
●
喧
１

２
ぃ
９
ｏ
●
口
ち
一
●
０
メ

だ
一
´
ヽ
Ｅ
Ｏ
コ
ｔ

，
４
瑠

，
９
ら

´
ｉ
‘

一Ｅ
´
０
一
´
０

■
ン
´
●
く

ヽ

２
●
ｏ
「
ｇ

２

●Ｅ
，
ｏ
■
●
〓
３
●

３
お
３

，
Ｓ
‥

ε
・
ｅ
Ｅ
。
●
一̈■
２
●Ｅ
ｇ

Ｓ
，

●者
′

２
穂
♂
ラ
０
コ
●
Ｅ
８
ｅ
〓

ッ
０一名
０
■

■
∞
‘
「
場

，
ヽ
い

留
”●
２
七
●
マ
Ｅ
、
●
コ
い「
つ
ｏ
コ
“
１
、
●̈
一

〓
３

，
９
ら
、
ヽ

，
雪

●
●
●
〓
●
Ｒ

●
■
η
ヨ
コ
‘
く
ヽ

Ｅ̈
ｏ
コ
‘
ｏ
●
場
ン
●
●

´
ｏ
〓

，
壱
ｇ
ｏ
「
０
●
ヌ
ヽ
●
Ｌ
Ｘ
　
一

ぁ
０
０
“
一●
“
ヽ

腐

■
Ｅ

●̈
〓
ｏ
Ｌ
Ｏ
●
■
■
■
櫂
●
璃

¨
　

ヽ
〓
●
メ
。

，
こ
Ｌ

¨ヽ

■
一
ｏ
Ｚ

Ｅ̈

ｇ̈

‥

一
●
唱̈

●
“
ｏ
‘

猥

コ
ｏ
８

，
ヽ
〕
Ｉ
●
´
ｏ
Ｚ

●
卜

一̈
¨
一

守
ヽ
〓
０
一
」

●
３
■
●
一
僣
‘

「́
〓
２
■
凛
●
■
　

´
ョ

ヱ̈

一
場
〓
“
Ｅ
●
■
Ｌ
ｏ
Ｌ

，
３

“̈

‘
´
を
ｔ

，

■
〓
』
ｏ
ち
ｏ
．̈
３
●
ｅ
●
Ｌ

●３
】
８
一
‘
「

■
島
晨
Ｌ
■
■̈
―
ぎ
〓

8

¨
“
´
●
、
０

´
ｏ
¨
一
つ
¨ヽ

日
a
a
●

0

■

＾
＋ヽ
）
●̈
●́ ■̈

９
γ
●
。
■
】

＾
０
一
■
＋
（
¨
ヽ
＋
∞
Ｔ

」
¨
，
ψ
¨
＋
い
一
＋

，
こ

〓
●
β
ａ

瑣
壼
５

，
●

■
■
¨，
∽ョ
”
目
一，
８
一●
―
ち
ｚ

＾
ヽ

（

Ｔ
つ

ｏ
ち

，
「
一
、
０

，
０

●
９
一場
一

ｏ
■
〓
ｏ
メ
´
３
“
０
〓
０
●
■
「

●
メ
コ
ｏ
こ
ョ

０
●

マ̈
「
Ｂ
“
日
ｏ
Ｚ

●
Ｔ

，
こ
ｏ
ち
一バ
一
●
ｏ

，
ｅ
Ｓ
ｏ
ビ
‘

つ
●

鱚̈
“

●
０
毬

，
０
〓

長

３̈
富
●
ｏ

，

爾̈
２
●
ｌ
ｏ
ｚ

‘

〓

，

ち

●
ｏ
●
¨
Ｔ

■

当

●
〓

¨
ｏ
Ｅ

Ｅ

Ｅ

●
２

ｏ

一

ち

「
”

，

一
ッ

一
タ

０

‘
官
昌
ヅ
‘
一３
●
●ザ
９

‘
ぉ
コ̈
コ

■
〓
コ
く
ヽ
」と

場
”
、
●
ｏ́
●
〓
ち
●５
■
〓
２
●
■

，
ｔ
ｏ

，
コ
捏
ヽ
■
聖
お
讐
ｏ
●

‘
〓
ε
デ

‘

８̈
●
、
孝

，

Ｅ
歯

，
■

■

■̈
ラ
”
一こ
と

Ｏ
ｒ
Ｒ

鸞̈

¨
一
＾

，
い
●
一
一

一
０
」
【
い
¨
卜
ヽ
¨
Ｎ
，

３
〓
■
２
ざ

一８
¨

、ヽ_

＾，
Ｓ
コ
・ま
ヽ
９
う
ｏ
ｏ
ｏ
ち

，
´
●
・
ｏ
‘
Ｅ
●
●
´

，
一＞
）

∽
´
Ｚ
】Ｙ
Ｚ
つ
一

，
卜
】く
】
∽
く
い
て

，
【Ｚ
［∽
Ｚ
‘
シ
ョ
』
｝
一２
●

，
場
●
“
〓
０
あ
な
０

０
「
一
６
当
Ｎ
０
０
つ
“
●

”
〓
萬
ё
゛

メ
，
〓
ヨ
“コ
〓
ど
３
一■
¨
Ｅ
●
〓
■
ε
●
出
｝帽
目
〓
¨，
ほ
毬
【
ま
¨
ご
●
〓
〓
■
■
■
ざ
‘
菫
ｏ〓
〓

ヽ

●
●
〓
●
一
一場
０
「
ｔ
ｅ

，
●
。
Ｚ
　
　
　
　
め
ヽ



●
一
鵞

Ｌ
´
一口
一●
０
「
‘

つ
、
コ
「
〓
＞
１

２
一̈
ｏ
コ
〓

，

ｏ
い

，

“

∽
網

〓
ゅ
』
』

●̈
■

８
輌
】
●

“

一∝
■
■
９
■
”
黎

“
¨
■
一
コ
●
８
■
Ｌ
「
“
■
５
ｏ
Ｚ

場
饉

●̈
も

日
包
”

“̈
『Ｌ
〓
ゅ
〓
●
●
ね
】

3ヨ

,:

∽
■
菫
●
´

ョ^
〓
Ｅ
ｇ
ｏ
日
ｏ
羹
総
〓
ヒ

省

εE言
E

‘
０
こ
Ｌ
ｏ
´

８
■

，
■
■
●
“
日
ｏ
Ｚ

‘

●
一●

３

¨
コ

■

，

祟̈
ご
●
●

一
●
）目
●
一
●
』

８

，
８

８

〓

●
●
”
【
¨
“
¨
ご
●̈
＾
¨

０
目
一
ヒ

“̈
“
“
●
』
ヽ

¨
”
０
』
”
も

Ｘ^
）■
ス
〓
』

，
■
■
黎
【■
●
∽

ｏ
●
■

ヽ
０
ヽ
０

，

∈

，
ｏ
著

コ

ｏ
ｔ

■

●
メ
３

ヽ

０
，

●
０
１

Ｌ

口
お

＞

Ｏ
Ｓ

´
〓
‘
“
つ

ｏ
こ
Ｅ

ｏ
●

一お
ｒ
ｅ
■
ヒ
ｏ
年

９
と
０
コ

●
´
ｏ
綸
●

Ｏ
Ｌ

●̈
〓

ヽ

」

‘

●
バ
０
■
＞

，

，

つ

０
■

，

っ
，

当

嵐

ｏ
物
●

一
‘

つ
ヽ
＞
“
い
ｏ
●

〓

ｏ
●
●

∽
罵
＞

ｏ
●
Ｐ
“
０
●
ヽ
ｐ
ｅ

，
ｏ
当
‘

ｏ
■
■
●
ザ

●
●
０
〓
ｏ
＞

０
●
場
ｏ
Ｓ
、
つ
ｏ
〓
●

ｏ
●

■̈
■
２

，
祭
だ

ｏ
日

０
コ
ヽ
＞
ｏ
綸
●

０
３
●
当
ヽ
」

´
つ
´
ヽ
コ
「
２

，
お
´
ご
う
ｏ
「
´
っ
‘
ｙ
ｔ
●
●
´
も
¨
´
０
●
９
”
一
ｏ
●
●
０
つ
か
´
”
＞

〓
Ｚ

■
国

０
い
¨
ヽ
０
】
０

　̈
∞
Ｎ
‐
一
う
ヽ
い
ヽ
●
倒

一
い
ト
ト
い
０
い
ヽ
¨
Ｎ
‐

”
¨
●
一〓

＞̈
¨
お
α

コ̈
ヽ
ロ

「●

¨

自
い
“
口

，

日
Ｚ
【
∽
Ｚ
く
ａ
く
綸

０
い
“
つ
い

０
い
０
】
目
く
】
“
い
い
て
い
こ
口
Ｚ

Ｏ
，

一〇
●

】
く
＞

目
∽
】
ビ
い

０
，

』
］
「
日
ｙ
】
卜
く
』

０
口
螢
ン
●

【
く

，
】
＞
く
∽
．Ｏ
】
υ
Ｚ
く
∽
つ
て
日
Ｙ
】
“
』

ロ
ロ

０
い

∽
つ
〔
´

，
く
∽
●
っ
Ｚ

【
口
饉
い
い
あ

【
く
＞

ば
】』
く

く
コ

０
く
目

“
０
」
Ｚ
】

＾，
●
■

“
ヽ
０
０

フ
●
ｏ
Ｏ
「
‘
―
・
ｏ
´
ｏ
日
０
一
´
Ｏ
ｒ
＞
）

∽
´
Ｚ
Ｈ
Ｍ
Ｚ
【
“

，
い
【
く
“
∽
く
い
く

，
】
Ｚ
】
ｏ
Ｚ
く
Ｚ
』
』

プ
も
日

室
ち
う
智
ヽ
０

爵̈

ε

∩

¨
一
０
】
Ｎ
●
０
つ
“
●

■
′
゛
べ
一
一

メ
“
∽
〓

い”
〓
〓
〓
ン

，
〓
ｏ
●
〓
■
■
“
」

，
〓

，
■
■
”
麟

κ

“

〓
Ｅ
”
Ｅ
一̈

め̈
ヽ
０
一
●
【
ｎ
【
０
一　
ど

，
里
澤
一Ｅ

軸̈
〓
■
蜀
”
ヽ

〓

●
つ
燭
「
ヨ
＞

ヽ



vrdrN i Pr.tri{ shDE,{., rtnr6t,sntu! s. r. P.dnq k- lrsLn en.. vrtu6 r' -r.
4x M. crtroDrlo rl D psrbi.Btq b.q rIN^NsNIv Ar6unv RiNImYs
(vis os !an. jcimDudli kibiP)

D4., lkdnrhM da!ffiikt w

O ISICIJIMO S^IffIINA' B^L^NINtS VEiTtS PAIIXENM 

hisrrm r N3'dn6o $ibi' lBtaidob

い̈ in●・・ア・・ ,kjて 五

Ⅲk・ 1口01｀ kヽ,Ⅲバ。●趨刈 23■ 24

@dBbtrBi edo bno Ftijimo svibri

Fsr 'ie$$ n@trB (lrirso) Fryir
,idro.{ $triir rtrb tono }isij'nq

haiim { Ntadiifro svibd lb*aiib

tududjaru vidojoshabu bjdb
Eihq(irisrimodaFtmibo

&*r.iud Nlid&rdo $nr r

oヽ証五口●●,“1品 ,・ m.",

tredEqod6r'oio tu,b rihtN d!

Fsi tuo'Er nuom' ( iinEo) Fryhr

uno. rtudo t@bL dbr ubn$ 1! riG

"腱
●
`●

dlmo、 t・|。・
鳳昴 ●̈

は島面im・●●

“
可,い。i輌。,・k嗜■●、

@bN. hDc io0eiioi r@,ojc dnojc
uFMm\i4 rkFiano6 q@6

,akaihL k*di4io pndriojr ( r, i1)

pas ii.irii4 nuons (rriqo) inrrni!,
rihbdic $M! iuno Nda ku'ro
6flsh6 tru@s (dqo $6,j6

trt.ird tm. {d,b16 \ddi6 r Fr^,

*B', n rn!. urddyq ki Diwdeiinq

lNsdq m-!niN @br@r



roa M. GRUoDrro 3t D lanbtEtrq h.q ENlNsrNrv 
^rAsx^rr(r 

RrNxrNYs
(vi$ $M drii jci o{udyr bdp)

Pllnl;i:JkDnedNkfofuliis['no

一̈中
Fsrq hnc rcmldoj0i iFabjc lduol..

r x p-r.' ..d c r"fri6
2 L .E 5. rx n r cib6c Nldr1i p4.ni
bd bi'i F! kNri d*turujm! r!c.
r L !B3t'5eiturv Dud6a lrb $hi!k'o



V]血us,PattrⅢ  8●
"′

0'.191'1“ 92 51tШ面lg2 P●

"!Ц
P●

“

Hl,¨ VItl●

“
,“v

20●J M CRUODを 1031 D PHhが 響 Ⅲ mal「NANSⅢ lo ATASttITI RINKNYS

(V“
“

飩●●tl●●口去Ⅲ●・・・・・ ,● だ
“

)̈

P42 1tth薇3m■に満鮨 t“,廊 tよ■ ,●●

“

●

lNFORMACIJA APIEILGAnlKIO MATERIALЮJO TtRIl,VERTINAMCl■ K●JA VERTЦ  BAい NSWis vERTS PASIXEmMハ

ヽ_

SkけpJ(S,ViV,:0,011

贅 ●●)

lssiri@ u 4saaiini@ $qkaina

lstijimi Fr ahskiimi hikd@le l+2.r+: r)

pasrr nnansinds nuomos fizrngo) porymius
lrn'kr ld surdk Fisro Ma isigilnm

卜Jl‐
"p・

■ 満 赫 ・ヽ ‐ ,血 ■

leupknusd.vq'msmtra6b,ddo
{ikddrplo p lit!. lki Nno rninjib nkosis

n*!ul]!FrdwqFrdrcionrunlyiofuno

r*rng! nusdcvdjim su,r akai'inro
iikodto prba4ojc ili do rfli,iru dkro\iN

\ruM.jim rm &doftdio rrld4io

ヽ
“

ly,■ ●●mp●
`o`mo`は

,,p“ ,,V●●.j面

“

hi短¨

Suk`,p● pdo、 o卜 rd。00■
'olo,i。

山
“

,

Nd6.lim $tu rskrintoo hilo'mio
pab3isojc iki uno Ei,,,nm likosjs da

ltkolirn rst rinio L.trkotrBloi &br
N●oi]y口,0,●

=●

o`oω

“

O ζ blo側 匈●kt。

■1“、o、 ●ュtO,ハ ik● imP● ,■●,k,11■

IЮ J「X・ ■

Th liv● ,■ ●、k訴 j■o:ak Шpop`ヽ ぃ,t

18● 1■d'● ●h●1● o●n,1山jot¨

“
o

rn., iah'}1r idpriurtrwir tfb strnbjq

iヽ
tig。 Vヽ・ U● vo、

BP! nidsirs iuonds (riz a0) @rrmi'tr
dirinl$n6ns surdi: iri$4o rdo. rado rmiBitr
imm (izinso) ruldiB lrikd,,lir ftprlibltlr

onq dil laiD {ddrror vrldrior r rnvdhr

rdo bio koiturr nboj! sldys u 
'os\ 

irr
tr nRr Gru(yF k,ip isip cisoji'q lL1kdlm

,ciM n Pshrq, Luic mnadoFmi ipmiore
€ rojq b.' rn ra*mi yicn i r pijamm i!

lr`価
`mthn Ⅲ

otun.h血 し元、●に



vihi,'E .. P.siri{ snnm,iir. lel3l66rX $Iri I s, ,. Pisiriq k., Prerie r , vi],ndu r. sv.

202,r M, CRUODZTO 3l D. pdibcisdi{ m.\ Ftr{lNsrNrv A TASTGTTV RrNr(rNys
(v,s sum .ucis, ici mNrodyr uldo)

2L。に1せ,,1、 1825● ●、ttt n蔵 ぃ,pいも饉
on●ut"面 ,に籠

`Kb、
:mい腱植t

,し、d“ 8■ ‖oihⅢ o●ば

“

讚口量てo,m,よ 1。

Sよ
`い'OM。 ''Sd`“

i呻 ,お,。 ,v。●●i¨
“
,m,

sbmmsmp]8● L面ol“に■●1●。,morh■。,

‐Ｄ
肌

ヽ

bd ra h*ooi vi.n rik l)oja,m,B ii

Nよ:lⅢl,m。 ,。,

,“0`dk,● ●、●ぬ,メo'V`ld21● ,pnvat,o、



“
Ｎ

¨
“
¨
目

一̈
“
一
∽

一̈
編
γ

■
■

■
●

の

∽
０
』
目
一
出
ョ
一』
）
望
¨
■
〕
目
【

●̈
■
Ｓ
●
Ｃ
Ｏ

■̈
〓

』
¨
■
増
目

９̈
“
』
一
∽
目̈
■
口
●
●

言
守

日̈
●
０
＞
、
０

０
日
出

０
日
Ｏ
Ｎ
Ｆ
姜
ε
■
ユ
＞
鰐
）

●̈
０
、
「〓
∽

０
日
繋

０
■
３
む
●
［●
こ

「
口
卦
〓
∽

０
む
Ｌ
Ｏ
パ

０
目

Ｏ̈
ｈ
一
´
゛
ン
゛
′
●
ｃ
ロ

“̈

●̈
∽
Ｌ
「
”
』
一
∽

ｏ
で
∞
一“
■

Ｑ
Ｐ

，
ヽ
一ｏ
〓
一●

綸
ｃ
一̈一“
ｙ
給

●

ｐ
ョ

を
お
こ

０
●
ｏ
＞
０
■
∽
Ｌ

，
に
Ｏ
ｏ
〓
ヨ

ｏ
Ｏ
¨ヽ

ぉ̈
言
日

ｏ
，

■
■
勢
一

ｏ
日
ｏ
〓
ヽ
＞
ｏ
●
Ｐ

Ｏ
日

●̈
】
一ｔ
ａ
∽
０
０
ヽ
コ
ヽ
こ
＞
お
∽

〇^
一Ｏ
Ｌ
に
∽●
“
一〓
』̈Ｑ
Ｏ
¢̈
０
一
∽０
つ
、
＞
に
∽Ｏ
ｐ
」
０̈
０
ヌ〓″̈
”
′ヽ

ｏ●
炒
●●
●Ｏ
Ｐ

，
“ち
〓
●
ｏ
■
■
、ら
●
”

０
，

Ｖ

Ｏ
ｃ

雀̈

●
●
つ
ｏ
〓
ョ

ｏ
●

一一“
一ｂ

ｔ
日

，
〓

編
お
”
〓

ｏ
日
３

一雲

粉

一ｏ
も

日

５

者

色

∽
８

む

一“
＞

＞̈
雰

．０

０̈
〓
“
∽
ぅ
０
一ｙ

』̈
Ｑ
Ｏ
∽
一ｏ
一
∽
０
つ
、
＞
０
●
Ｏ
う
〓

０̈
０
メ
一∽
一‘
′ヽ

Ｌ

Ｚ

〓

日̈

け
【
“
曰
●

け
Ｚ
Ｈ
∽
Ｚ
く
●
く
〔

Ｏ
【
“
つ
い

０
い
０
】
０
く
日

い
い
く
０
４
０
【
Ｍ
】
く
曰
く
０
ロ
ロ

Ｏ
υ
‘
０
（
口
く

，

日
∽
【
口
■

０
ヽ
自
ら
口
】
【
い
く
』

∽
口
“
´
０
い
く

，
い
′
く
の

０^
【
つ
Ｚ
で
い
っ
く
日
Ｍ
Ｈ
“
ヽ

日
∽
【
口
い

∽
口
“
´
＞
て
い
０
っ
Ｚ

】
口
“
´
■
●
口
く

，

日
】
ヽ
く

く
ヽ
】
０
く
目

“
０
』
Ｚ
】

（
０
「
お
〓
】

●
一
、
Ｏ
Ｏ
【
っ
〓
０
〓

¨
０
一
．
∽
¨
に
」
ｏ
①

ヵ
Ｏ
Ｃ
口
●
∽

∽
０
∽
Ｆ
′
）

∽
´
Ｚ
Ｈ
】

Ｚ
Ｈ
“

´
】
ヨ

】
∽
く
い
く

´
り
自

∽
Ｚ
く
Ｚ
【
』

，
ち

日

ョ
場
●
Ｐ

●
増

∽
ｓ

，

０

「
Ｏ
Ｏ

】
Ｎ
∩
０

っ
“
０

●
‘
ヾ
●
ｏ
Ｎ

メ
“
∽

』
均
層
■

¨
５

ど^

ｏ
∽
Ｆ

■
“
”
ヽ

〓^

ｒ
■
「

ｃ
』

ざ

“

Ｆ

日

”
目
一
【
錫

ざ
０
っ
０
】
●
】
ａ
一

ξ

一
燿
自

日

「

，
■
「

“
』

■

３

●

〓

●
´

ヽ



０
∽

，

“

０
「

鳴
日

８̈
〓
ｏ
日
ａ
ｃ

”̈
目̈
●
∽“
目
“
”̈

増
ｄ
ｒ
む
”
一∽
ヨ
ｍ
■

，
ｏ
Ｚ

ｍ
「

∽
”
一
』
目
一
∽

∽̈
ョ
［Ｃ

』̈
ｏ
一
Ｃ
こ
目

の

〓̈

“̈

“̈
¨
〓

∽
“
〓
〓

』
¨

“
切
Ｃ
●
』
一
●
』
●
΅
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Paskutine ataskaitinio
laikorarpio diena

Paskutina praejusio
ataskaitinio

laikotrrpio diena

1 2 3 4

l lSankstiniq apnokejimq Isigijimo savikaina 45847.37 49_519.4',7

l.l ISanktiniai apmokaiimai nekeiams 38490.09 4218476

t.2 ISankstiniai apmokejimai viesojo sektoriaus subjeklams pavedimams vykdyti

l.l ISanktiniai mokesaiq mok.jimd
1.4 Isankiiniai mokejimai Europos S4jungai

1.5 ISantsliniai apmokejimai darbuotojams

Kiti iiankstiniai apmokejimai

I_7 Ateinanaiu laikotaJpirt s4naudos ne viesojo sektoriaus subjektq pavedimams vykdyli

Kitos arcinanciq laikotarpiq s4naudos 735728 7 _364.1t

2 ISankstini! apmokejimq nuverlqjimas

Isarkstiniq apmokajimq balansine vene (l-2) 4584737 の 54947
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Vilniaus r. Pagiritl ginmazita, 191316692, Siltnamiq g. 2, Pagiriq k., Pagiriq sen., Vilniaus r. sav.

2024 M. GRUODZIO 31 D. pasibaigusiq metq FINANSINIV ATASKAITU RINKINYS
(Visos sumos eurais. jei nenurodlta kitaip)

Patvirtinta
ID: -214735'7193

Dl,. 2025 02 28 16.21156

P2l Kitos pagrindin6s v€illod pajafiros ir kitos pajamos

PAGRINDINiS }tsIKLOS KITU PAJAMI PATEIKIMAS ZEMESNIoJo IR AUKSTESNIoJo LYGIU }msoJo SEKToRIAUS
SUBJEKTO FINANSIMV ATASI(A.ITU AISKINAMAJAME RASTEX

+ Reikimingos sumos turi blti detalizuojamos viesojo sektoriaus subjekto finansiniq ataskailq aiskiIlamojo raito tekste.
** Nurodoma, kokios tai paslaugos, ir, jei suma reikiminga, ji detalizuojama viesojo sektoriaus subjekto finansiniq ataskaitq
aiskinamoio rasto tekste.

ヽ

ヽ

Ш

Ｎｒ
Stralps市 ai

AtaslaitIIus

laikotarpis

PraeJ,s ata¨ itllliS

Ia■otarpis

1 2 3 4

,pskaiiiuotos Dasrindin6s veikios kitos Daiamos 43497● 2 41431,76
Pajamos iI rinkliavrl

Pajamos i5 pagal Lietuvos Respublikos indelq ir isipareigojimq invesruorojams
draudimo istalym4 mokarnq imokq i fondus

13 Suteiktq paslaugr] pajamos** 43497,52 41431,76
丞3tos

Per■ estinOs i biudtteta pttrllldines velHKls 10tOs palamKls

3 Pagrildinos veiklos kitos paiamos

“

497.52 41“ 1.76
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Vilniaus r. P{giriq gimnzzi.i., 191316692, Siltnamiq g. 2, Pagirirt k., Pagiriq s€n., Vitniaus r. sav.

2024 M. GRUODZIO 3l D. pasibaigusiq mctq FINANSINIU ATASXAITU RINKINYS
(Visos sumos eurais,jei nenurodlta kitaip)

Patvininta
E)t -2141351'793

D/L: 2025-02-28 1621 :56

P21 Kitos pagrindinas veiklos pajamos ir kitos pajamos

KITOS VEIKLOS PAJAMU IR SANAUDV PATEIKIMAS ZEMESNIOJO IR AUKSTESNIOJO LYGIU }IESOJO
SEKTORIAUS SUBJEKTO FINANSINIU ATASKAITU AISXINAMAJAME RASTE *

* Reikfningos sumos turi biiti detalizuojamos vieiojo sektonaus subjekto finansiniq ataskairq ailkinamojo ralto rekste-
** Nurodona. kokios tai paslaugos, ir, jei suma reiksminga,ji detalizuojama vieaojo sektoriaus subjekto finansiniq ataskaitLl
aiskinamojo ralto tekste.

E:l

Nr Straipsniai Ataskaitinis ialkotarpis
Praaj$ ataskaitinis

laikotarpis

2 3 4
1 Kitos vciklos pqiamos

11 Pajamos i5 atsargq pardavimo

ngahikio materialiojo, nematerialiojo ir biologinio nrrto pardavimo pelnas

Pajamos iS administraciniq baudrl

Nuomos pa.jamos

Suteiktu paSlaugЧ ,3skttS nuOma,palamosネ *

メatos

2 Pervesdnos i biudietq kitos v€iklos pajamos
3 Kitos veiklos s4naudos

31 Sunaudotq ir paduotq atsargq savikaina
Nuos(oliai ii ilsalaiko turto perleidimo
ngalJkiO turtO nusidOveJinO● anorlizκ 10S Sanaudos
Paslallg“ sanaudos

Darbo uimokesaio ir socialinio draudimo sqnaudos
● tos КШos sanaudOs

4 Kitos v€iklos rezultatas



Vilniaus r. Pagiritt girnnazija, 191316692, Siltnamiq g. 2, Pagiri{ k, Pagiri{ sen., Vilniaus r. sav.

2024 M. GRUODZIO 31 D. pasibaigusiq met{ FINANSIMU ATASKAITU RIIIKINYS
(Visos sumos euais, jei nenurodyta kitaip)

Patvirtinta
ID: -2147357793

DlI-t 2025-02-28 16127156

P22 Kitos pagtindines veiklos sanaudos pagal pob[di

INFORMACUOS APIf, KITAS PAGRINDINES }tsIKLOS SANAUDAS PAGAL POBODI PATEI(IMAS ZEMESNIOJO LYGIO
TTNA\SIITIU ATASKAITU A[< KINAMAJAME RASTE

ヽ

ヽ

Ｅｉ‐

Ｎｒ
Straipsnio pavadinimas

Atashitilus

I誠■otarpis

Pra4oS ata,kaitillls

iaikotarpis

1 3 4

tos pagrindines veiklos s4naudos ‐2177.99 ‐6423,15
11 Mokesdiai Europos Saiungai ir kitoms tarptautinams orqanizaciioms
12 Narystas mokesdiai

13 Stipendijos studentams

14 Premiios ir valstybines stipendiios, pinisinas dovanos ir laimiiimai (Drizai)

15 Veiklos mokesOiai

16 Kitos ‐2177,99 ‐6423,15

40
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Vllniaus r Pa」 rill gilllnazla, 191316692,S]● lanill g 2,Pagi"ll k.,Pagi“ ll sen.,Vilniaus r sav.

2024 M GRUODZ10 31 D PasibaigusiЧ  metЧ  ΠNANSINIv ATASKAtt RINKMS
(ViSOS SumOs eurals,iei nenuroゥ ta kltaip)

Patvininta

ID:  -2147357793

D/L:  2025-02-2816:27:56

P23  FinansinOs ir inlesucines veik10s p■ am∝ ir sanaudos

ΠNANSINES IR INWTSTICINES VEIKLOS P4JAMOS IR SANAUDOS

+ ReikSmingos sumos turi biiti detalizuojamos ailkinamojo rasto tekste_

ｍ
ｍ

Straipsniai
Ataskaiunis

laikotarpis

Pra6jgs ataskaitinis '

laikotarpi6

1 3 4
nes ir invcsticines vclktos palamos

Pelnas del valiutos kurso pasikeitimo
12 Baudq ir delspinigiq paiamos

Palnkanq pajamos

14 Di、idendai

Kitos finansines ir investicines veiklos paiamos*
Pervestinos finansines ir investicines veiklos Daiamos

2 Finansines ir investicines veiklos sanaudos
Nuostolis del valiutos kurso pasikeitimo

Baudq ir delspinigiu sgnaudos
PallkanЧ  sttaudOs

24 Kitos finansinbs ir investicines veiklos sanaudos*
rinansines ir investicines veiklos re7lrlraras fl-2)

42



Vilniaus r. Pagirtq gimnazija, 191316692,S tnamiq g.2, Pagiriq k, Pagiriq sen,, Vilniaus r. saY.

2024 M. GRUODZIO 31 D. pasibaigrsiq metq FINANSINI! ATASKAITU RINKINYS

(visG sumos eurais. jei nenurodyta kitaip)

Parvininta
ID: -2141351193

Dn-: 202542-28 16.2'7 :56

P24 Finanslnas rizikos valdymas

INF0RMACUA APIE ISIPAREIGOJTM(] DALI (ISKAITANT FTNANSINIiS NUOMOS (LIZINGO) [SIPAREIGOJIT!ruS)
EURAIS IR UZSTENIO VALruTO\4IS

Ш
Ｎｒ

Isipareigojimu dalis valiuta
Balansina verta ataskaitinio

laikotarpio pradiioje
B.l.nsine verta ataskaitinio

laikotarpio pab.igoje

2

Eurais 183565,49 27202607

JAV dole■ aヽ

Kitomis
16● so 183.565.49 272.026.07

43



VILNIAUS R PACIRIv GIMN珈 へ 191316692

AISKINAMASIS RASTAS PRIE METINIv 2024 DII.FINANSINIu ATASШ v

I.BENDROЛ  DALIS

l Vihiaus I PagiHЧ gimaz」a rtOuau_istaigo yra valStybtt Ыud漱血 こ宙dimo

iStaiga.

2. 2024m.宙dutnls darbuota■ Skaiёius-127.
3.Rcik鋼理 ivyki■ po paskutitts"i」 O ataskailinio lttotalpio dems ncivyko.

4.Svarb■ salyg■ ,kurios gai paveiki tolesn9 is面 gOS VCikla,nera.

5. Fimnd“ sc ataskaitosc patcikiami duomenys iSrcik並 Lietuvos Respublikos

plmglnids宙 enetais‐ 則 ds

II.APSKAITOS POLITIKA

6. Is続 gOJe parCngtos inansitts ataskaltos atitinka VSAFAS,kaip tai nustaya

VieSoio sektOriaus atskaitomybes istamo 21 straipsnio 6 dalyiC.

7.Istaigos polmka yra apskdtos vadovo sudetine ddis.Apskaitos politika ttdkrinち

kad ap虫ゴbs duomenys atititt kiCkVieno taikytino VSAFAS reikalavinus.Jeigu naa ko‐ctaus

VSAFAS retkalavlmo,skyrtus vadovauiasi bmdraidais apskaitos pmnclpals,nustatyttts l‐ aJame

VSAFAS,,Finansinil ataskaittl rinkinio Patckimas``.

Mininalbs apskaltos p面 山 n■ostatos

Nematedalusis turtas

8.  Nematc壼 alusis mtas yra p五

"4stamas,jei atitinka 13‐

aialne vsAFAS Patoik4
SaVOka irnemateHaliaialn ttui nustayus kritOttus.

9. Nmaterialusis mtas pl..Jinio prlpaanimo mctu apskdtqe yra regsmttamas

iSiglimO savikaina.
10.ISank並iai mokeiim壷  屹  nemate五」可: 抽に■ apSkaitoie regiSmoiami

nemate五 ali● o tШb SoSkaitose.

11.Nemateridi●0仙的 naudingo tanavimo ldkas yra五 botas.Finansincsc atasktttose

yra Юdoma isigjimo savikaina」 a鮨昴lus su',upta nrnortizaclJos ir nuverteJimo,jeijisyra9 sum4.

12.NemateridttO mo alnortim● amoii Verte yra nuosekliai“ まいtoma per visl

nusmヮη turtO naudingo tamavimo laiれ tiesiOgiai proporchgu metodu.

Ilgtt nlateHalusls turtas

13.■galdMs mmaluds mas pllip4stamas士
“
」struOiamas apskaitoie,jdgu jぉ

atitinka■galaikio mateHalioio hutO SaVOlq tt VSAFAS nustanS igalaikio materialioio t血 0

pripattnimo kdteriius.

14 1lgalalkis materialusis mtas pagal pobudi skirStOnlas i pagnndines grupes,

llustatytas VSAFAS.

“
」StmOi点:酬 織 t霊懲

=駅

猫 腑 酬 げ 器 l淵 瑞 蹴 盤
ヽ

ilgalaikio matonalioJo trto tvarkos aprage.



16. I5ankstiniai apmokejimai uZ ilgalaiki mat€rialqii turt4 apskaitoje registruojami tam

skirtose ilgalaikio materialiojo turto sqskaitose.
17. Po pirminio pripaZinimo ilgalaikis materialusis turtas, i5skyrus Zemg ir kulturos

vertyb€s, finansinese ataskaitose rodomas isigijimo savikainq atemus sukaupt4 nusidevdjimo ir
nuvert€jimo, jei jis yr4 sumE.

18. Ilgalaikio materialiojo turto nudivimoji verte yra nuosekliai paskirstoma per vis4

turto naudingo tamavimo laik4
19. Ilgalaikio materialiojo turto nusidevdjimas skaidiuojamas taikant tiesiogiai

proporcing4 (tiesini) metod4 pagal konkrodius materialiojo turto nusidevejimo normafiwus.

20. Kai ilgalaikis materialusis turtas parduodamas arba nuraSomas, jo isigijimo
savikaina, sukaupto nusid6v6jimo ir, jei yra, nuvert€jimo sumos nuraSomos.

Atsargos

2l . Pirminio pripalinimo metu atsargos lvertinamos isigijimo (pasig,aminimo)

savikainq o sudarant finansines ataskaitas- isigijimo ar pasigaminimo savikaina ar grynqia galimo

realizavimo verte, atsiivelgiant i tai, kuri i5jq maZesnd.
22. Apskaidiuodama atsargg sunaudoq teikiant paslaugas, ar parduotq atsargq

savikain4, seniiinija taiko konkediq kainq b[d+
23. Pie atsargq priskiriamas neatiduotas naudoti flkinis inventorius. Atiduoto naudoti

flkinio inventoriaus v€rte iS karto itraukiama i senaudas.
24. Naudojamo inventoriaus kiekind ir vertin6 apskaita kontroles tikslais tvarkoma

nebalansin6se s4skaitose.

Finansinis turtas ir finansiniai isipareigojimoi

25. Finansinis turtas apskaitoje pripaZistamas tada, kai yra ivykdytos visos sqlygos,

nustaq/tos l7-ajame VSAFAS ,,Finansinis turtas ir finansiniai isipareigojimai".
26. Pinn4 karta pripazistant finansinis turtas ivertinamas ir apskaitoje registruojamas

isigijimo savikaina.
27. Finansinis turtas grupuojamas i ilgalaiki ir trumpalaiki. Ilgalaikis finansinis turtas-

finansinis turtas, naudojamas ilgiau nei 12 m6nesiq, skaidiuojant nuo paskutines ataskaitinio
laikotarpio dienos. Trumpalaikis finansinis hrtas- finansinis tutas, kuri tikimasi parduoti arba

panaudoti per 12 menesiq nuo paskutines ataskaitinio laikotarpio dienos.

Gautinos sumos

28. Gautinbs sumos pirminio pripatinimo metu yra ivertinamos isigijimo savikaina.
29. Veliau ilgalaikds gautinos sumos ataskaitose rodomos amortizuota savikain4

atemus nuvertejimo nuostolius, o tumpalaik6s gautinos sumos - isigijimo savikaina, atemus

nuvertejimo nuostolius.

Fincnsavimo sumos

30. Finansavimo sumos pripaZistamos, kai atitinka 20-ajame VSAFAS ,,Finansavimo
sumos" nustatytus kriterijus.

31. Finansavimo sumos- istaigos i3 valstyb6s ir savivaldybes biudZeto, Europos

S4fungos, Lietuvos ir uisienio pffrutros fondq gauti arba gautini pinigai arba kitas turtas, skirti

istaigos nuostatuose nustatytiems tikslams pasiekti ir funkcijoms atlikti bei vykdomorirs
progfamoms igyvendinti.

32. Finansavimo sumos pagal paskirti skirstomos [: finansavimo sumas nepiniginiam
turtui isiglti ir finansavimo sumas kitoms i3laidoms kompensuoti.



33. Finansavimo sumos nepiniginiam turtui lsigyti apima ir nemokamai gaut4 arba uZ

simbolini atlygi isigyt4 nepinigini turt+
34. Finansavimo surnos kitoms iSlaidoms dengti yra skirtos ataskaitinio laikotarpio

i$laidoms kompensuoti. Taip pat finansavimo sumomis, skirtomis kitoms iSlaidoms kompensuoti,

yra laikomos visos likusios finansavimo sumos, kurios nepriskiriamos nepiniginiam turtui isigyti.
35. Gautos (gautinos) ir panaudotos finansavimo sumos arba jq dalis pripaiistamos

finansavimo pajamomis tais laikotarpiais, kuriais padaromos su finansavimo sumomis susijusios

s4naudos.

Nuoma, finansin6 nuoma (tizingas) ir kitos turto perdavimo sutartys

36. Registruojant apskaitoje nuomos sutartims taikomas turinio virlenybes pries formq

principas. Ar nuoma bus laikoma veiklos ar finansine nuoma, priklauso ne nuo sutarties formos, o

nuo jos turinio ir ekonomines prasm6s.

37. Nuomos sandoriai grupuojami ! veiklos nuomos ar finansines nuomos (lizingo)

sandorius, atsiZvelgiant i tai, kiek turto nuosavyb€s teikiamos naudos ir rizikos tenka nuomotojui ir
kiek- nuomininkui

Pajamos

38. Pajamq apskaitos principai, metodai ir aisykles apskaitos politikoje nustatyti 10'

ajame VSAFAS ,,Kitos pajamos".
39. Pajamq apskaitai taikomas kaupimo principas. Finansavimo pajamos pripaZistamos

tuo paliu laikotarpiU kai yra patiriamos su Siomis pajamomis susijusios senaudos. Registruojant

visas su finansavimo pajamq pripaZinimu susijusias opemcijas.

Sqnaudos

40. S4naudos. pripazistamos ir registruojamos apskaitoje pagal VSAFAS 11'ojo

standarto,,Senaudos" reikalavimus.
41. Sqlaudos apskaitoje pripaZistarnos vadovaujantis kaupimo ir palyginamumo

principais tuo ataskaitiniu laikotarpiu, kai uidirbamos su jomis susijusios pajamos, neatsi2velgiant i
phigq i$leidimo laikq. Tais atvejais, kai per ataskaitini laikotarpi padarytq i3laidq neimanoma

tiesiogiai susieti su konlaodirl pajamq uldirbimu ir jos neduos ekonomines naudos ateinandiais

ataskaitiniais laikotarpiais, Sios i5laidos pripaZistamos sqnaudomis t4 pati laikotarpi, kada buvo

patirtos.

Informacij os apie segrnentus pateikimas

42. Informacijos pagal sepr.entus pateikimo finaflsindse ataskaitose reikalavimai

nustatyti 25-ajame VSAFAS,,Segnentai
43. lsaiga tvarko apskaitos veiklq pagal segnentus. Segrnentai-istaigos veiklos dalis,

apimanti vienos valstybes funkcijos, nustatytos LR valstyb6s ir savivaldybiq biudZetq pajamq ir
i$laidq klasifikacij oj e, atlikimq.

44. lstaiga skiria Biuos segrnentus:
a- bendrqiq valstybes paslaugq;

gynybos;
vie5osios tvarkos ir visuomends apsaugos;
ekonomikos;
aplinkos apsaugos;
biisto ir komunalinio Ekio;
poilsio, kultiiros ir religijos;

ｂ
．

Ｏ

ｄ
．

ｅ
．
■



h. 誨ictimo;

i.   socialinOs apsaugos.

45.本メe kiCkVlcw segmen4patekiama tokiainfomaclJa:

a Settento sanaudO■
b. segmento pinitt srautat.

46.Turtas,isiparelgo」 ilnal,inanミ avimo smos i sanaudOS,kunЧ  pHsuimo pne
se♂∝nto pagnndas yra neaiζ kus,prlsk五ami prle diα iausll lStaigos vciklos dali sudarantio

segmcnto.

III.PASTABOSオ

47 1nfomactia apte flnandnos ir investicines veiklos paiamaS I Sanaudas patdkta 6-
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Vilniaus r. Pagirių gimnazijos 

 2024 METŲ  VEIKLOS ATASKAITA  

 

Vilniaus r. Pagirių gimnazija (toliau – Gimnazija) – biudžetinė įstaiga, kurioje  

įgyvendinamos pradinio, pagrindinio, vidurinio ugdymo ir neformaliojo vaikų švietimo programos, 

pritaikytos pradinio, pagrindinio, vidurinio ugdymo programos bei pradinio ir pagrindinio ugdymo 

individualizuotos programos, dalis veiklos įgyvendinama Keturiasdešimt Totorių pagrindinio 

ugdymo skyriuje. Gimnazijos vizija – gera, pokyčiams atvira mokykla. Mokykla, kurioje vyksta 

nuoseklus, kokybiškas ir nenutrūkstamas ugdymas(is) lietuvių ir lenkų kalbomis. Gimnazijos misija 

– puoselėti tautinę kultūrą, pilietiškumą, pozityvias gyvenimo vertybes, kurti saugią ir sveiką aplinką, 

ugdyti bendrąsias kompetencijas, atsižvelgiant į kiekvieno mokinio poreikius, asmenybės brandą ir 

ateities lūkesčius, skatinti kūrybišką ir laisvą mąstymą. 2024-09-01 duomenimis, Gimnazijoje 

sukomplektuotos 42 (2023 m. – 41) klasės, ugdyti 880 (2023 m. – 853) mokinių. Ugdymo programas 

įgyvendino 81 (84,2 etato, 7,23 etato – vakansija) pedagoginiai darbuotojai (2023 m. – 79; 81,75 

etato, 5,21 etato – vakansija), iš jų 75 mokytojai (2023 m. – 73), 1 psichologas, 2 spec. pedagogai, 2 

soc. pedagogai, 1 bibliotekininkas (dar 1 bibliotekininkas ir 1 bibliotekos vedėjas taip pat užėmė 

mokytojo pareigas).  Gimnazijoje dirbo 4 eksperto (-1), 32 metodininko (+2), 27 vyresniojo (-3), 10 

mokytojo kvalifikacinę kategoriją turinčių mokytojų ir 2 mokytojai, neturintys mokytojo 

kvalifikacinės kategorijos. Gimnazijos ir jos skyriaus aplinkos funkcionalumą užtikrino 43 (62 etatai; 

2024 m. spalio-lapkričio mėn. duomenimis – 45 techninio personalo darbuotojai (2023 m. – 44; 62 

etatai), iš jų 8 (+2) mokinio padėjėjai ir 2 pagalbos mokiniui specialistai. 

2024 m. gimnazijoje buvo vykdomos šios prevencinės programos: ,,Zipio draugai“ (Dalyviai 

visi pirmų klasių mokiniai ir mokytojai), ,,Obuolio draugai“ (Dalyviai visi antrų klasių mokiniai ir 

mokytojai), ,,Įveikiame kartu“ (Dalyviai visi trečių klasių mokiniai ir mokytojai).  

2024 m. lapkričio mėn. Gimnazijoje buvo atliktas darbuotojų psichosocialinių rizikos 

veiksnių ir mobingo tyrimas. Apibendrinus rezultatus, pastebėtina, jog psichosocialinių rizikos 

veiksnių poveikis darbuotojų gerovei yra patenkinamas. Daugiau nei pusė įstaigos darbuotojų išreiškė 

pasitenkinimą savo darbu ir jaučiasi vertinami. Tai gali būti susiję su teigiama darbo aplinka, kurią 

kuria tiek kolegos, tiek vadovai. Darbuotojai teigiamai vertino vadovų sąžiningumą, išreiškė 

pasitikėjimą vadovybe ir pojūtį, kad sprendimai darbo vietoje yra priimami objektyviai ir teisingai. 

Tyrimo rezultatai taip pat atskleidė, kad apie trečdalis įstaigos darbuotojų patiria mobingą, tačiau, 

kaip paaiškėjo tyrimo eigoje, ne visi darbuotojai aiškiai suvokia mobingo sampratą, todėl nuspręsta 

organizuoti reguliarius seminarus/mokymus darbuotojams apie mobingo sampratą, jo požymius ir 

pasekmes, praėjus laikui tyrimą pakartoti. Siekiant išsamiau suprasti ir spręsti mobingo ir kitų 

psichosocialinių rizikos veiksnių problemas, būtina detaliau įvertinti specifinius pareigybių ar 

individualių darbuotojų atvejus. Norint tiksliau identifikuoti problemas ir priimti atitinkamus 

sprendimus, reikia pagerinti darbo sąlygas, aiškiai paskirstyti atsakomybes ir kurti palankią darbo 

aplinką visiems darbuotojams.  

2024 m. gimnazijos veiklos prioritetai buvo nukreipti į tikslingą ir nuoseklų atnaujinto 

ugdymo turinio diegimą gimnazijoje, užtikrinant ugdymo(si) kokybę, bei  edukacinių aplinkų 

sukūrimą ir efektyvų taikymą, ugdant mokinių gebėjimus, nulemiančius jų individualią pažangą, 

lyderystę. 

Gimnazijos metinio veiklos plano įgyvendinimui buvo suformuluoti šie veiklos uždaviniai: 

• Nuosekliai įgyvendinti mokinių kompetencijomis pagrįstą ugdymo turinį, taikant 

priimtinas mokymo(si) metodikas, būdus bei teikiant būtiną grįžtamąjį ryšį. 

• Paskatinti mokinius tikslinės asmeninės pažangos planavimui, ugdant jų pilietiškumą 

(tapatumą), sąmoningą motyvaciją bei atsakomybę už savo ateitį. 

• Patobulinti pamokos planavimą ir organizavimą, veiksmingai išnaudojant turimas 

mokymo priemones ir edukacines erdves. 



 

 

2 

 

• Suteikti mokiniams ir mokytojams įvairiapusę pagalbą, skatinančią sukurti saugų 

bendruomenės mikroklimatą. 

• Laikytis susitarimų bendruomenėje. 

Remiantis veiklos įsivertinimo išvadomis, didžiausiais Gimnazijos veiklos privalumais 

laikomi:  

1. Ugdymo planai ir tvarkaraščiai (2.1.2. rodiklis) – planų naudingumas ir tvarkaraščių 

patogumas mokiniams.  

Mokytojai yra nusimatę ugdymo tikslus ir geba juos pagrįsti teminiuose planuose, 

nepamokinio ugdymo programose, kurie tarpusavyje dera su Bendrosiomis ugdymo programomis. 

Dalykų teminiai planai priimtinai koreguojami, atsižvelgiant į atskirų klasių kontekstą, pasiektus 

pasiekimus, daromų mokinių pažangą. Gimnazijos ugdymo planas tikslingai rengiamas darbo grupėje, 

t. y. Bendrųjų ugdymo planų (toliau – BUP) rekomendacijos efektyviai  pritaikomos remiantis 

gimnazijos galimybėmis, mokinių poreikiais (NU ugdymas, išorinio dalykų diferencijavimo galimybės, 

mokymosi pagalbos teikimas, pasirenkamieji dalykai), veiklų tęstinumu. Mokymosi krūvis mokiniams 

paskirstytas tolygiai ir proporcingai. Pamokų tvarkaraščiai, parengti atsižvelgiant į mokytojų ir mokinių 

pasiūlymus, dažnai analizuojami ir adaptuojami įvertinus įvairias situacijas. Sudaroma galimybė keisti 

gimnazijos III-IV kl. mokinių individualius ugdymo planus. Kasdieninis ugdymo procesas yra 

koreguojamas, vadovaujantis savalaike informacija (mokytojų nedarbingumas, renginiai, projektai, 

edukacijos, išvykos ir pan.). Ši praktika pasiteisino ir visus bendruomenės narius tenkina. 

2. Aplinkų bendrakūra (3.1.3. rodiklis) – mokinių įsitraukimas ir mokinių darbų 

demonstravimas. Mokytojai pakankamai dažnai įtraukia mokinius į klasės ir bendrų gimnazijos erdvių 

projektavimą, įrengimą, dekoravimą, siekdami lavinti mokinių kūrybiškumą, ugdyti bendradarbiavimo, 

veikimo kartu kompetencijas. Mokinių įsitraukimas į aplinkos bendrakūrą yra aktualus, nes stiprina 

bendruomenės narių santykius. Vis dažniau išbandomos virtualios parodos. Gimnazijoje turime 2 

kūrybines erdves – „juodas“ lentas, kurias mokiniai dekoruoja kreida, laisvai įgyvendindami savo 

kūrybinius sumanymus, mokytojai tik koordinuoja mokinių darbą. Ypatingai mokiniai jaučiasi 

gimnazijos šeimininkais tada, kai dekoruoja erdves įvairiems renginiams, pvz., šimtadienis, mokytojų 

diena ir pan. Tokiu būdu jie prisiima atsakomybę ir įgyja daug patirties. 

3. Nuolatinis profesinis tobulėjimas (4.3.2. rodiklis) – aktualumas ir nuoseklumas. 

Gimnazija išsiskiria augančiu ir dinamišku ugdymo procesu. Nuosekliai investuojama į mokytojų 

kvalifikacijos tobulinimą, dalijimąsi patirtimi bei diegiami  šiuolaikiški ugdymo metodai (integruotos 

pamokos užsienio kalba, pamokos su dirbtinio intelekto pagalba, patirtinės veiklos, kt.). Tai padeda 

ne tik užtikrinti gerą ugdymo(si) kokybę, bet ir kurti motyvuojančią mokymo(si), bendradarbiavimo 

kultūrą, stiprinti darbo motyvaciją, diegti vykdomų veiklų prasmingumą. Dauguma mokytojų 

pasinaudoja teise į 5 dienų kvalifikacijos tobulinimo galimybę (MMG įsivertinimo atskaitos). Antrus 

metus iš eilės šis rodiklis išlieka  stipriuoju.  

Didžiausi (nurodyti) Gimnazijos veiklos trūkumai: 

1. Asmenybės tapsmas – gyvenimo planavimas. Tikslinga ugdymo karjerai koordinatorės 

veikla permažai sudaro galimybes mokiniams sąmoningai suprasti išsilavinimo ir mokymosi vertę, 

atsakingai planuoti tolesnio mokymosi siekius. Dažnas IVG klasės mokinys vis dar nežino, ką veiks 

po mokyklos baigimo. Įvertinus mokinių pasirinkimus, pasigendama aiškios mokymosi pasiekimų ir 

norų dermės.  Dažnas dvyliktokas linkęs rizikuoti arba pasitiki nors ir menkais, bet teigiamais dalykų 

patikrinimų rezultatais.  Susitikimai su alumnais, karjeros specialistais, sėkmių istorijų savininkais 

daugumos mokinių nuomone buvo naudingi, tačiau per mažai paskatino analizuoti ir vertinti pasaulio 

darbinės veiklos kaitos tendencijas. Bendradarbiavimas su vyresniųjų mokinių tėvais nebe aktualus, 

nes dažnas pilnametis mokinys atriboja tėvus nuo informacijos  apie savo mokymosi pasiekimus, 

tolesnius siekius. 2024 m. 20 proc. IIIG klasių mokinių koregavo individualius mokymosi planus tik 

prasidėjus mokslo metams (keitė kursą, dalyką, atsisakė dalyko), kas rodo, kad mokiniai dar 

nevisiškai geba tikslingai ir pagrįstai pasirinkti dalykus.  

2. Mokinio pasiekimai ir pažanga. Optimalumas ir pažangos pastovumas. Mokinių pažangos 

ir pasiekimų vertinimo problemos (tradicinis pažangos vertinimas neturi aiškios, sisteminės vertinimo 
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metodikos, kuri leistų objektyviai pamatuoti kiekvieno mokinio mokymosi pažangą, apsiribojama 

bendra refleksija ir galutiniais rezultatais, nesuteikiant aiškios informacijos apie tarpinius mokymosi 

etapus, neįgaliname pačių mokinių atsakyti už savo mokymosi pažangą) iš dalies turi įtakos tiek 

ugdymo procesui, tiek mokinių motyvacijai. Šiuo metu pažanga vertinama, remiantis priimtinu 

sąlyginiu grįžtamuoju ryšiu, refleksijomis ir galutiniais vertinimais –  pažymiu, tačiau šis metodas 

nėra pakankamai tikslus ir objektyvus. Mokinių mokymosi motyvacija mažėja ir mokymosi rezultatų 

nežymų prastėjimą galime pagrįsti BUP įgyvendinimo problemomis, pasikeitusia vertinimo sistema.  

3. Mokymasis - savivaldumas mokantis. Atlikta 8, I-IIIG klasių mokinių apklausa, leido 

suformuluoti bendras tendencijas apie mokinių mokymąsi, jo savivaldumą, mokymosi tikslus. 

Naudojantis apklausos rezultatais, mokytojų nuomonėmis, stebėjimo praktika, galima teigti, kad 

dauguma mokinių žino ką patobulintų, bet tik mažesnė dalis nei pusė nori patobulinti mokymąsi. 

Mokiniai turi ambicijų keistis, gaila, kad daugumą galėtų įtakoti materiali ar piniginė  paskata. 

Ilgalaikių planų turi beveik visi, tačiau su mokymusi susiję lūkesčiai tik dalies apklaustųjų. Daugumą 

vyresniųjų mokinių tenkina esama padėtis, nors mano, kad dar turi laiko kažką pakeist. Dažnas nenori 

įsivertinti pažangos, ypač planuoti, duoti įsipareigojimus. 

Brandos egzaminų rezultatų analizė parodė, kad 2024 m. valstybinius brandos egzaminus 

(VBE) rinkosi 97,9 proc. abiturientų. Iš viso buvo išlaikyta 150 VBE (tenka vienam mokiniui 3,1). 

Nuosekliai išlaikomas pagrindinis pasiekimų lygmuo (52,4 proc. mokinių), kas yra 1,45 proc. 

aukštesnis nei Vilniaus rajono mokyklų mokinių. 4,2 proc. padidėjo aukštesnįjį VBE pasiekimų lygį 

pasiekusių gimnazijos mokinių skaičius, tai pastebimai aukštesnis rodiklis už Vilniaus rajono 

mokyklų (+14,21 proc.). Mokinių, besimokančių lietuvių mok. kalba, matematikos PUPP pasiekimų 

vidurkis ženkliai (+1,6 balo) padidėjo (sudarė 5,3 balo), lenkų mok. kalba sumažėjo 0,2 balo ir sudarė 

4,5 balo. Lietuvių k. ir literatūros PUPP pasiekimų vidurkis nežymiai padidėjo (+0,2 balo) ir sudarė 

6,1, gimtosios (lenkų) k. – padidėjo 0,1 balo ir sudarė 7,5 balo. Stebimas bendras 5-8 kl. mokinių 

pažangumo padidėjimas 1,45 proc., tačiau gimnazijos I-III kl. mokinių pažangumas sumažėjo 3,64 

proc.   5-8 kl. mokinių mokymosi vidurkis išlaikytas nepakitęs (8,0 balo), gimnazijos I-II kl. mokinių 

mokymosi vidurkis sumažėjo 0,03 balo ir yra lygus 7,32 balo, III-IV kl. mokinių – nežymiai 

smuktelėjo 0,53 balo ir lygus 7,32 balo. Pradinio ugdymo mokinių bendras pažangumas palyginus su 

2022-2023 m. m. nepakito ir išliko 100 proc., tačiau įvedus slenkstinį mokinių vertinimą, šiuo 

mokymosi lygiu besimokančių mokinių procentas buvo lygus 0,2. Pirmūnų skaičius padidėjo 1 

mokiniu (buvo 47 mokiniai).  

Gimnazijos nepamokinis ugdymas (toliau – NU) organizuojamas pagal modelį, kuris 

apibrėžtas tvarkos aprašu ir patvirtintu vykdomų programų registru. Tradiciškai lankomiausios 

pradinių klasių mokytojų organizuojamos veiklos, Dūdorių studija „Įkvėpk-iškvėpk“, šokių 

kolektyvas „Džiangas“, teatro studija „Faktas“, keramikos, dailės būreliai, kt. Veiklų efektyvumas 

atsispindi GVP pasiekimų sąraše, nes nemažai  dalyvauta festivaliuose, konkursuose, koncertuose, 

renginiuose. NU programų pasiūloje (organizuota virtuali NU programų mugė)  kreipiame dėmesį į 

veiklų pasiekimus ir jų tęstinumo galimybes, gimnazijos bendruomenės tradicijas, tautinės mažumos 

bendruomenės planus,  iš dalies į mokinių poreikius. Patvirtintame programų registre 20 būrelių, 

studijų, 11 projektų bei 5 NVG programos. Mokinių pažangą, veiklumą skatina ilgalaikė projektinė 

veikla (14), kuri orientuota į veiklas ne pamokų metu ir ugdo mokinių kalbines, fizines, protines 

raiškas, papildo tiriamąją, kūrybinę bei analitinę veiklas. Išaugo Pagirių bendruomenės įsitraukimas 

į gimnazijos renginių organizavimą. Ryškiai sustiprėjo lenkų bendruomenės renginių kultūra, kokybė. 

Mokinių taryba, mokinių prezidentas dirba priimtinai: inicijuoja mokiniams aktualius  renginius, turi 

bendravimo platformą, pagelbėja prevencijos, bendruomenės renginių organizavime. 

Gimnazijos Vaiko gerovės komisijos didžiausiais privalumais laikomi savalaikė pagalba 

mokytojams, įvertinant mokinių specialiuosius ugdymosi poreikius, ir mokinio padėjėjų kryptinga ir 

pamatuota veikla. Sprendžiant vaiko gerovės klausimus konsultuojamasi bei glaudžiai 

bendradarbiaujama su Vaiko teisių apsaugos skyriaus specialistais, Vilniaus r. tarpinstitucinio 

bendradarbiavimo koordinatore bei Vilniaus r. socialinės paramos centro socialine darbuotoja, atvejo 

vadybininke. 
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Gimnazijoje skatinimas mokinių sveiko maitinimosi įpročių ugdymas. Sveikos mitybos 

projektuose aktyviausiais dalyviais buvo pradinio ugdymo mokiniai. Pastebima, jog  dalis vyresnių 

klasių mokinių daugiau vartoja vandens, daržovių, skaičiuoja kalorijas, normuoja suvalgomų porcijų 

dydžius. Toliau paveikiai dalyvaujama ES paramos programose ,,Pienas vaikams“ ir ,,Vaisių ir 

daržovių vartojimo skatinimo vaikų ugdymo įstaigose“. 

2024 m. sausio – birželio mėn. nemokamą maitinimą gaunančių mokinių skaičius buvo 182 

mok. (palyginus su tuo pačiu laikotarpiu, mokinių skaičius sumažėjo 37 mok.), iš jų – 153 mok. (-36 

mok.) pradinio ugdymo grandyje ir 29 mok. (+1 mok.) 5-12 kl. 2024 m. rugsėjo – gruodžio mėn. 

nemokamą maitinimą gaunančių mokinių skaičius buvo 162 mok.  (-19 mok.), iš jų – 147 mok. (-5 

mok.) 1-4 kl. ir 15 mok. (-14 mok.) 5-12 kl.  

Mokytojų metodinis darbas nukreiptas į  ugdymo kokybės užtikrinimą, skatinant mokytojus 

dalintis patirtimi, tobulinti profesinius gebėjimus bei integruoti naujoves į mokymo procesą. 

Mokytojai noriai ir tikslingai dalijosi savo patirtimi su kolegomis, mokėsi vieni iš kitų.  Per metus 

pravesta daugiau nei 37 atviros pamokos. Refleksijos po šių pamokų parodė aukštą mokytojų 

kvalifikacijos lygį bei tinkamą turinio perteikimo racionalumą. Pravesti 4 metodinės tarybos renginiai, 

kryptingai  nurodė tiesiogines metodinio darbo kryptis ir veiklas. Lyderystę  toliau stiprina gimnazijos 

Metodinės tarybos nariai, kurie aktyviai dalyvauja Vilniaus rajono mokytojų metodinėje veikloje (3 

mokytojai yra metodiniuose būreliuose, o 1 iš jų - Vilniaus r. metodinės tarybos narys). Kiekvienais 

metais labiau kryptingesnė ir kokybiškesnė tampa  IIG klasių mokinių projektinių darbų konferencija, 

kurios metu pristatomi  geriausi mokinių tiriamieji  kūrybiniai darbai.  

Įsivertinus gimnazijos bibliotekos veiklas, atkreiptinas dėmesys į paveikų mokinių 

skatinimą skaityti, savanoriauti bibliotekoje, tinkamai naudotis įvairiais informacijos šaltiniais. Per 

metus bibliotekoje buvo aptarnauta 26 826 lankytojų. Parengta medžiaga stendams, aktyviai 

dalyvauta akcijose, renginiuose, užsiėmimuose, projektinėse veiklose. Tris kartus išaugusios  

nurašomų knygų ir leidinių apimtys. Bibliotekos ir skaityklos patalpos yra aprūpintos tinkama IKT 

įranga bei priemonėmis.  2024 m. nupirkta  vadovėlių bei leidinių už  68 456,43 Eur, įsisavinta 

daugiau, kaip du su puse kartų lėšų ir įsigyta beveik keturis kartus daugiau vadovėlių lyginant su 

įprastais metais (4181 vnt.). 

Stiprinant kolegialius ryšius su kitomis įstaigomis, sėkmingai bendradarbiaujama su kitomis 

institucijomis, pvz., VŠĮ „Ne imti, o duoti“, M. Romerio teisės universitetu, Trakų krašto kultūros ir 

amatų asociacija, Trakų Vokės dvaro sodyba, Trakų r. Onuškio D. Malinausko pagrindine mokykla, 

B. Vokės E. Ožeškovos gimnazija, Lietuvos mokinių  neformaliojo švietimo centru. 

Ryškiausiais Gimnazijos kiekybiniais rodikliais laikome padidėjusį mokinio padėjėjų 

skaičių (+2); mokinių poreikių tenkinimą mokantis antrosios užsienio kalbos – įdarbinta ispanų k. 

mokytoja; STEAM ugdymo stiprinimą: pagal GUP STEAM ugdymui skirtos valandos 5-8 klasėse, 

vyko sklandus bendradarbiavimas su kitomis gimnazijomis, dalyvaujant projekte Edu STEAM; 

mokinių saugumo užtikrinimą ir prevencinės veiklos vykdymą: papildomai įrengtos vaizdo stebėjimo 

kameros Gimnazijos patalpose, sėkmingai panaudojami rūkymo prevencijai skirti Nano daviklių 

skaitmeniniai duomenys. 

Ryškiausi Gimnazijos kokybiniai rodikliai yra šie: išlaikomas VBE pagrindinis pasiekimų 

lygmuo, 3 mokomųjų dalykų pasiekti aukščiausi rodikliai – 4 šimtukai – matematikos, užsienio 

(anglų) k. ir užsienio (rusų) k.  

2024 m. spalio 4 d. Gimnazijoje atlikto kokybinio profesinės rizikos vertinimo (Gimnazijos 

direktoriaus 2024 m. spalio 14  įsakymas Nr. V-272  „Dėl kokybinio profesinės rizikos vertinimo 

organizavimo“) išvadose nurodoma, jog visi nustatyti rizikos veiksniai daro labai mažą įtaką 

Gimnazijos darbuotojų gerovei, o darbuotojų saugai ir sveikatai nesukelia didesnio poveikio.  

Vilniaus priešgaisrinės apsaugos ir gelbėjimo departamento 2024 m. spalio 15 d. 

Gimnazijoje vykdyto planinio gaisrinės saugos reikalavimo atitikimo patikrinimo metu pažeidimų 

nenustatyta.  

Remiantis 2024 m. spalio 8 d. Valstybinės maisto ir veterinarinės tarnybos patikrinimo 

Gimnazijoje išvadomis nurodytas trūkumas – draudimas vaikų maitinimui tiekti maisto produktus su 
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dideliu cukraus kiekiu, tokių prekių grąžinimas tiekėjui, –  yra pašalintas, tą įrodantys dokumentai 

pateikti nurodytu būdu. VMVT Priežiūros departamento Vilniaus apygardos priežiūros skyrius išdavė 

Gimnazijai atitikties higienos reikalavimams vertinimo ženklą, kuris yra pritvirtintas valgykloje gerai 

matomoje vietoje. 

Vilniaus rajono savivaldybės administracijos Civilinės saugos būklės patikrinimo metu 2024 

m. gruodžio 10 d. Gimnazijoje civilinės saugos būklė įvertinta „Gerai“.  

Gimnazijos silpnybėmis 2024 m. laikome: optimalesnių ugdymo(si) galimybių gabiesiems 

Gimnazijos mokiniams suteikimą; mokinių asmeninės pažangos rezultatų panaudojimą ugdymo 

proceso planavimui; mokinių tėvų (globėjų) įtraukimą į mokinių asmeninės pažangos planavimą; 

nepakankamai racionaliai vykdomą destruktyvaus mokinių elgesio valdymo algoritmą. Gimnazijos 

patalpų stoka turi neigiamą įtaką kokybiškam ugdymo procesui, mokinių ir mokytojų psichologinei 

savijautai. Suplanuoti skyriaus modernizavimo darbai yra nevykdomi dėl viešųjų pirkimų procedūrų. 

Pirmų klasių mokiniai laikinai ugdomi Pagirių meno mokyklos patalpose. Mokytojų trūkumas 

neleidžia užtikrinti visų gimnazijos mokinių poreikius: pagal Gimnazijos ugdymo planą, nors ir 

pakanka lėšų, nėra galimybės skirstyti mokinius į visas laikinąsias grupes (panaudota 78,8 proc. 

ugdymo poreikiams tenkinti skirtų valandų).Gimnazija neturi leidimo-higienos paso. Paskutinį kartą 

į Nacionalinio visuomenės sveikatos centro prie Sveikatos apsaugos ministerijos Vilniaus 

departamentą dėl Gimnazijos leidimo-higienos paso išdavimo buvo kreiptasi 2024 m. gruodžio 4 d.  

(Paaiškinimai dėl kokių priežasčių Gimnazijai nėra išduotas leidimas-higienos pasas, buvo pateikti 

Vilniaus rajono savivaldybės švietimo skyriui). 

Gimnazijos ateinančių metų veiklos prioritetai ir tikslai: 

Prioritetas: Kryptingas mokinių asmeninės pažangos ir kompetencijų siekimas, 

garantuojantis bendrą ugdymo kokybę. 

Uždaviniai: 

• Sustiprinti  nuolatinį grįžtamąjį ryšį mokinio asmeninei pažangai stebėti ir stiprinti. 

Mokytojai, administracija, tėvai. 

• Efektyviai pritaikyti  mokinių pažinimo metodus planuojant ugdymo procesą (gabūs 

mokiniai). 

Prioritetas: Įtraukios, skatinančios individualius gebėjimus, savarankiškumą ir mokymosi 

motyvaciją,  ugdymosi aplinkos tobulinimas. 

Uždaviniai: 

• Išplėtoti veiksmingos ir savalaikės pedagoginės ir psichologinės pagalbos algoritmą 

įvairių poreikių mokiniams,  užtikrinat mokinių netinkamo elgesio mokykloje prevenciją. 

• Paskatinti gimnazijos bendruomenės narių kolegialius ryšius, patirties sklaidą. 

 

 

 

Direktorė                                                                      Jelena Suruda 
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vILNIAUS n" rAGIRTU GIMNAZTJA, 19816692 (IMomts roo.tsy'

erSxntltuAsrs naSras pnrE METTNIV 20zl u. rtunZpro vyl<oyMo arAsKArrU

I. Bendroji dalis

Vilnriaus r. Pagiriq gimnazija (toliau-istaiga) yra valstybine biudZetin6 Svietimo istaiga.
2024 m. vidutinis darbuotojq skaidius - 127. Reik5mingq ivykiq po paskutin6s tarpinio ataskaitinio
laikotarpio dienos neivyko. Svarbiq sqlygq, kurios gali paveikti tolesng istaigos veikl4, ndra.

Ataskaitose pateikiami duomenys i5reikiti Lietuvos Respublikos piniginiais vienekis - eurais.

II.Biudtetinl■ lstaigЧ paJamOS

Su赫 a biudをcd」ll istalgll paJamll pcr 2024 1netus:

Kodas Paiamu pavadinimas Eur

5B14 Kitos biudZetiniu istaieu eriZtandios paiamos

5B15 Inaも讚屹 nefO.11lal■ il S宙etiml

5B16 Ina5ai uZ vaiku usdvma
5B17 撃nぶaltt Vaku mdi」 ma 464,69

5B17M Ina5ai uZ mokama maitinima valgyklose 41496,71

5B19 Patalpq nuomos le5os

I5 viso: 41961,40

IⅡ.Informacta apie biuα eto iζlaidЧ slmatOS Vykdymo ataskaita虚 2024 metus:

I5laidos pagal Iinansavimo Saltini

Biudieto
iSlaidq

sematos
planas,

Eur

Gauta 10こ1
1S ViSO

(iSkaitant
grattnimuめ

,

Eur

Panaudoti
asignavimai,

Eur

η kdylncl

proc.%

Savivaldybes savaranki5kosioms fimkcijoms
finansuoti, i5 iu:

750650,00 735016,09 735016,09 97,92

5SBl
SⅣi‐ldヵes bind加
iSlaidoms flnansuoti

750650,00 735016,09 735016,09 97,92

Ktoms spcci・alioms ikslinems dot・acJoms
flnansuoti,iSiu:

3017118 3017118,00 3017118,00 100

4MK Mokymo leSos 3017118 3017118,00 3017118,00 100

4VB2K12

Mokykloms skirtoms Salies

mokiniams, turintiems
specialiuiu usdvmosi ooreikiu

Valstybinems OerduOtOms sav市 aldybemsu

mJoms atikti,iも 1、 :

69400,00 67788,63 67788,63 97,68

4VBl17
sOaalhd paralnai mkiams
tel輸

69400,00 67788,63 67788,63 97,68

BiudZetinig istaigq pajamos, i5 jq: 52500,00 33716,33 33716,33 64,23



5B14
Kitos biudZetiniq istaigq
sriZtandios paiamos

5B15 Inぶai tt nefomalり li ζvietima

5B16 lna-Sai uZ vaiku usdyma
5B17 Inttai uz vttku ma■ inima

5B17M
{na5ai uZ mokamq maitinimq
valgyklose

52500,00 33716,33 33716,33 64,23

Kitos dotacijos, i5 jq: 6861,41 6861,41 6861,41 100

4VB201
SvictimO irmokslo ministcriios

iesOs

4VB2K04 Pedagoginiq darbuotojq skaidiui
optimizuoti

4VB2K26 Finansavimas ukrainiediams

4VB2K31

Mokiniq lvairovei atviry gnrpiq,
klasiq sudarymas ir ugdymo
organizavimas

4VB2K34 Profcslltlam Onentavllnul 6861,41 6861,41 6861,41 100

4VB2K25 PedagoginiЧ darbuot●■
iζlaikvmas

ES leSos, iSjq: 31264,00 22895,39 22895,39 73,24

3ESl Europos Saiungos fondrl le5os 31264,00 22895,39 22895,39 73,24

3ES4 Ka{eros specialistams

I5 viso: 3927793,41 3883395,85 3883395,85 98,87

IV. Biudietiniq 165g sqskiiiose likutiai ataskaitinio laikotarpio pabaigoJe bei jq susidarymo
prieiastys:

BiudZetiniq le5q likutis qskaitose paskuting ataskaitinio laikotarpio dienq yra 0,00 Eur, biudZeto 1e5os

yra panaudotos.

V. Informacija apie mokdtinq sumq ataskait4:

Moketinq sumq likutis paskutinq ataskaitinio laikotarpio dien4 yra 2739,90 Eur. I5 biudZeto le5q

isiskolinimas tiekejams uZ'soc.draudim4 120,39 Eur, uZ prekes 220 Eur., uZ paslaugas 1739,42

Mokdtinq sumr6 kuriq apmokejimo terminas yra su6jgs istaiga neturi.
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